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広 報 連 絡 
 

 

１ 件  名  常設展内企画展示「岡山シティミュージアム 収蔵品展」を開催します 

 

２ 趣  旨  本展は、岡山の歴史や文化を紹介する常設展です。今回は当館所蔵品と寄託品

のうち「古備前木村コレクション」、「備中足守藩木下家資料」、および現代の

ガラス作品や木工作品などを通じて岡山の工芸を中心にご紹介します。とりわ

け「古備前木村コレクション」のコーナーでは、窯の中での炎の変化による発

色、表面の仕上がりである「窯変」と「細工物」を取り上げ、「木下家資料」

のコーナーでは、婚礼調度品を展示します。 

 

３ 日  時  令和５年４月８日（土）～６月２５日（日） 

※休館日：毎週月曜日  ただし5月1日（月）は開館 

開館時間：１０時～１８時（入館は１７時３０分まで） 

 

４ 場  所  岡山シティミュージアム ５階展示室 （北区駅元町） 

 

５ 料  金  一般３１０円（２５０円）、高校生・大学生２１０円（１６０円） 

※（ ）内は２０名以上の団体 

中学生以下・６５歳以上の方など 無料  

 

 



常設展内企画展示「岡山シティミュージアム 収蔵品展」 

開催概要 

  

会期  令和 5年 4月 8日（土）～6 月 25 日（日） 

休館日：毎週月曜日  ※ただし、5 月 1 日（月）は開館 

開館時間：10時～18 時（入場は 17時 30 分まで） 

 

会場  岡山シティミュージアム ５階展示室 

 

主催  岡山シティミュージアム 

 

料金  一般 310 円（250 円）、高校生・大学生 210 円（160 円）、中学生以下無料 

（ ）内は 20 名以上の団体料金 

 

    以下の方は免除になります 

・65 歳以上の方（シルバーカードなど年齢を確認できるものを提示いただきます） 

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給者証、心

身障害者医療費受給資格者証、特定疾患医療受給者証、特定医療費（指定難病）受

給者証、小児慢性特定疾病医療受給者証または介護保険被保険者証を有する人とそ

の介護者 1名(いずれも各々の手帳等または障害者手帳アプリ「ミライロ ID」の提

示が必要です) 

・保育園児、幼稚園児、小学生、中学生を学習活動のために引率して入館する場合の

引率者（入館料減免申請書の事前提出が必要です） 

 

 

内容  岡山の歴史や文化を紹介する常設展で、今回は当館所蔵品と寄託品のうち「古備

前木村コレクション」、「備中足守藩木下家資料」、および現代のガラス作品や木工作

品などを通じて岡山の工芸を中心にご紹介します。とりわけ「古備前木村コレクシ

ョン」のコーナーでは、窯の中での炎の変化による発色、表面の仕上がりである

「窯変」と「細工物」を取り上げ、「木下家資料」のコーナーでは、婚礼調度品を展

示します。 

 

 

 



展示内容 

 

〇岡山の歴史 

 鐘撞堂     岡山城下町の住民に時を知らせていた鐘撞堂の復元模型（常置） 

  岡山城下町   床面の地図で岡山城下町の成り立ちを解説（常置） 

  岡山の祭り   西大寺会陽など、岡山の代表的な祭礼を映像で紹介（常置） 

  岡山の自然   岡山の身近な生き物たちを標本などで紹介（常置） 

  岡山の干拓   映像などで近世以降の岡山の干拓事業を紹介します 

 

〇岡山の文化 

   近世から現代までの岡山の工芸に特に焦点を当て、当館の収蔵品で紹介します。 

 

（１）近世の工芸 

   ・古備前 木村コレクション 

     昭和 59 年に市内在住の木村誉平（きむらたかへい）氏から岡山市へ寄贈された 

古備前木村コレクションから、窯変と細工物をテーマに 11点を展示します。 

 

   ・旧備中足守藩主木下家資料 

     当館へ寄託されている木下家資料から、幕末に足守藩主・木下利恭（きのしたと 

しもと）へ陸奥国二本松藩丹羽家から嫁いだ琴（こと）姫の婚礼調度品７点を展

示します。 

 

（２）現代の工芸 

  ・当館所蔵の現代工芸品から、下記の７人の作家の作品と、関連品を展示します。 

      山口松太   漆芸 

      小川一洋   木工芸 

      坂野定香   撫川団扇 

      金重陶陽   陶芸 

      深田恒弘   陶芸 

      新谷良造   ガラス工芸 

      赤澤清和   ガラス工芸 

        

 

 




